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資料１
令和２年度徳島県立文書館事業実績

１ 来館者数
年 度 文書館 文化の森全館

平成 ２年度（５ｶ月間） １７，５４０人 ６０３，９３７人
３年度 ２７，３３３人 ７９２，８４２人
４年度 １９，２９７人 ７１３，０７５人
５年度 １７，８５６人 ６６７，９０１人
６年度 １９，８２５人 ６４７，２４９人
７年度 ３５，０７８人 ７９２，９１５人
８年度 １９，５９３人 ７１３，７５０人
９年度 １９，７９６人 ６９８，６１６人

１０年度 ２３，３１６人 ７２３，２６７人
１１年度 ２６，７０５人 ７６５，９８２人
１２年度 ４５，３００人 ７６７，７６０人
１３年度 ２６，２６３人 ７５１，８５１人
１４年度 ２５，６２５人 ８６８，３６６人
１５年度 ２７，４３６人 ８６５，４９８人
１６年度 ３３，０５６人 ９２４，４４４人
１７年度 ３９，４５４人 ８６０，０３７人
１８年度 ３５，０８９人 ８２７，６９９人
１９年度 ２４，２１５人 ８７８，６３９人
２０年度 ２７，１７１人 ７６２，４０３人
２１年度 ２５，８５１人 ８３７，３７１人
２２年度 ３２，９４８人 ７９２，３４９人
２３年度 ２５，１８３人 ７５９，９５６人
２４年度 ２７，５１６人 ７０３，１８７人
２５年度 ２９，１３３人 ６６９，２８２人
２６年度 ３６，２２１人 ７０９，７９８人
２７年度 ３６，３９７人 ７９２，１２２人
２８年度 ４３，８１６人 ９３７，１１６人
２９年度 ４０，３６４人 ８１４，８１６人
３０年度 ４１，６１２人 ８６１，１２１人
３１年度 ４６，９６９人 ８７７，９２２人

令和 元年度
令和 ２年度 ２４，１２１人 ６２５，４００人

累 計 ９２０，０８５人 ２４，００７，２８４人

２ 企画展示事業
（１）前年度よりの残事業

文書館逸品展「公文書に見る徳島の風水害」
令和２年１月２８日～４月２６日（１７日）
※令和２年４月２２日～５月８日まで新型コロナウイルス感染拡大のため，文化
の森総合公園内全館臨時休館

入館者数 ９８４人＜４月１日より４月２１日まで＞

（２）今年度の企画展
①
令和２年４月２８日～８月２日
※令和２年４月２２日～５月８日まで新型コロナウイルス感染拡大のため，文化
の森総合公園内全館臨時休館

入館者数 ４，８５３人
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②
令和２年８月４日～１０月２５日
入館者数 ５，３６７人

③
令和２年１０月２７日～令和３年１月２４日
入館者数 ６，１５５人

④
令和３年１月２６日～４月２５日
入館者数 ４，０６５人（３月末まで）

（３）共催展示

・令和２年１１月３日～１１月１５日
・文化の森総合公園内５施設（徳島県立図書館・徳島県立博物館・徳島県立近代
美術館・徳島県立二十一世紀館・徳島県立鳥居龍蔵記念博物館）と，公園管理
を担当する（公財）徳島県建設技術センターとの共催。

・徳島県立近代美術館ギャラリーにて開催。

（４）出張展示
令和２年度は実施せず

（５）小展示
令和２年度は実施せず

３ 教育普及事業
（１）郷土の歴史や文化に関する講座を開催し，県民に生涯教育の場を提供した。

ア 令和２年６月１３日～１０月２４日 第２・４土曜日
・参加者延べ １４８人
・計１０回を開催し，館所蔵の史料を利用して，古文書等の基礎的知識の取得及び
解読能力の向上をはかった。

・新型コロナウイルス感染拡大により，例年より１ヶ月順延して実施。受講者の
定員も例年の４０名程度から３０名程度に減らした。（実際の応募者は２１名）

・講座内容は以下の通り。講師は金原祐樹・嵐大二郎が担当
① 開講式・入門講座
② 和本を読む（仮名文字と言い回し）

－「阿波名所図会」を読む１－
③ 和本・書軸を読む（文字に慣れる）

－「阿波名所図会」を読む２－
④ 江戸時代の文体に慣れる１

－徳島の古文書を読む会刊行の史料集を読む－
⑤ 江戸時代の文体に慣れる２

－徳島の古文書を読む会刊行の史料集を読む－
⑥ 古文書の文字に慣れる１

－地域に残る古文書を読む－
⑦ 古文書の文字に慣れる２

－地域に残る古文書を読む－
⑧ 古文書の辞書を使う１

－証文・切手を読む－
⑨ 古文書の辞書を使う２

－証文・切手を読む－
⑩ 書簡を読む・閉講式（修了証授与）
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イ 令和２年１１月１４日～令和３年１月２３日 隔週土曜日
・参加者延べ １３３人
・徳島県下の史料等を利用して，古文書を「より深く知りたい」「歴史への扉を開け
たい」という人々の要望に応えた。
・新型コロナウイルス感染拡大により，例年より１ヶ月順延して実施。受講者の定
員も，例年の４０名程度から３０名程度に減らした。（実際の応募者は２４名）

・今年度は担当職員が増えたため，例年より多い計６回開催。
・講座内容と講師は以下の通り。
① 「戦国時代の禁制を読む」 徳島県立文書館館長 石尾和仁
②「和田島･森家文書 御城米関係資料より」徳島県立文書館職員 板東英雄
③ 「藍商が直面したトラブル」 徳島県立文書館主任 嵐大二郎
④ 「阿波の人々が見た幕末の動乱」 徳島県立文書館主席 徳野隆
⑤ 「幕府天文方役人の徳島における測量 徳島県立文書館職員 西本沙知子

関係資料」
⑥ 「藍の生産と吉野川の水害」 徳島県立文書館課長 金原祐樹

令和３年２月２８日
演 題 「災害の記憶と記録」
講 師 岡山大学名誉教授 倉地克直氏
参加者 ５１人

企画展・資料紹介展の展示講演会・展示解説を開催することによって，展示内容や
時代背景などをより深く知りたいという人々の要望に応えた。
※新型コロナウィルス感染拡大のため，４月・５月に予定していた展示解説は中止。

① 文書館の逸品展「阿波の引き札Ⅱ －三舟家コレクション－」
展示解説(1) 令和２年６月１９日 参加者 ７人
展示解説(2) 令和２年７月１２日 参加者 １３人

② 第６０回企画展「藍を作り、藍を売る －阿波の主産業・藍－」
展示解説(1) 令和２年８月２３日 参加者 １３人
展示解説(2) 令和２年９月２２日 参加者 ３２人
展示解説(3) 令和２年１０月１６日 参加者 ２１人

③ 第６１回企画展「文化の森の３０年」
展示解説(1) 令和２年１１月３日 参加者 ５人
展示解説(2) 令和２年１２月５日 参加者 １５人
展示解説(3) 令和３年１月１４日 参加者 ９人

④ 文書館の逸品展「史料に見る自然災害Ⅰ－絵図と古文書に見る阿波の水害－」
展示解説(1) 令和３年２月１１日 参加者 ２２人
展示解説(2)（徳島の古文書を読む会１班とワークショップを共催）

令和３年３月２７日 参加者 １１人

（２）ボランティア活動

・毎月２回（第１・第３水曜日）
・参加者毎回１０数人程度
・文書館収蔵古文書の補修を行った。
・今年度は新型コロナウィルス感染拡大のため、４月・５月の活動は中止した。
・密を避けるために，今年度より参加者を午前と午後に分けた。

（３）文書館活動の内容や研究成果を発表・報告した。
①「文書館年報」第２３号（第２１号より当館ホームページのみの閲覧に移行）
② 図録「阿波の引き札Ⅱ －三舟家コレクション－」 令和２年 ４月２２日刊行
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③ 図録「藍を作り、藍を売る －阿波の主産業・藍－」令和２年 ８月 ４日刊行
④ 図録「文化の森の３０年」 令和２年１０月２７日刊行
⑤ 図録「史料に見る自然災害Ⅰ－絵図と古文書に見る阿波の水害－」

令和３年 １月２６日刊行
⑥「文書館だより」４２号 令和３年 ３月２９日刊行

①
例年，中国・四国地区の各文書館・公文書館では，公文書館法施行の記念日であ

る６月１日からの１週間を「文書館（アーカイブズ）ウィーク｣として，各種イベン
トを開催している。しかし，令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大のため，当
館では実施時期を８月に延期した。
戦後７５年ということもあり，８月１３日から４日間，「ナトコフィルム」の上映

会をおこなった。

令和２年８月１３日～１６日
・県立二十一世紀館ミニシアターにて開催
・参加者延べ３６人
・GHQ の占領政策の一環として，戦後，日本各地で巡回上映された CIE 教育映画
（通称「ナトコ映画」）。当館が所蔵する中から毎日数作品ずつ，日替わりで上
映した。

・これまで，戦後６０年・６５年・７０年と３度開催している。

①
例年，「フェスティバル」と銘打ち，文化の森総合公園を挙げて様々なイベント

を季節ごとに年間４回行っている。

②
平成２８年度より，県内の中学校社会科・高校地歴科教員を対象に開講し，文書

館資料を地域史学習の教材として活用するヒントやノウハウを伝えている。

③
例年，記録遺産としての古文書の保存と活用を図るための講座を開催している。

④
例年，主に自治体の職員を対象に開講し，公文書の保存と活用の重要性を伝えて

いる。

４ 調査研究事業
（１）県内外に所在する古文書や公文書など貴重な歴史資料の調査・収集，市町村所蔵史料

の整理支援を進めた。
【資料調査・収集先】
・城東中学校（徳島市） ・岡田家（那賀郡） ・海陽町立博物館（海部郡）
・武田家（美馬市） ・高橋家（名西郡） ・徳島県消費者政策課（徳島市）
・徳島県高等学校教育研究会工業学会（徳島市）

（２）県内資料の所在調査及び情報収集を円滑に行うため県内各地域に資料調査員をおき，
情報収集に努めている。しかし，年１回行う資料調査員会議は，今年度は新型コロナウ
イルス感染拡大のため実施せず。

（３）文書館関係の情報交換及び研修をはかった。
・全国歴史資料保存利用機関連絡協議会 公文書館機能普及セミナー（鳥取市民会館）

５名参加
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（４）例年行われている全国公文書館長会議は，新型コロナウイルス感染拡大のため中止。

５ 資料収集整理
古文書・公文書及び行政資料など歴史的文化的価値のある資・史料を広く収集するととも

に，整理保存を行い，閲覧等の利用に供した。
（１）整理状況

区 分 Ｒ３年３月末現在

公 文 書 ２５，３５５冊

刊 行 物 ７９，８９４冊

行 複 製 本 １７６冊

政 ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ １，０３３リール

資 ﾏｲｸﾛﾌｨｯｼｭ ８７０枚

料 光ディスク ２０枚

そ の 他 １６６点

小 計 ８２，１５９点

文 書 ２１４，１０６点
古
複製絵図 ５０２枚

文
ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ ２，６２８リール

書
小 計 ２１７，２３６点

そ 図 書 １０，８４８冊
の
他 写 真 １３，５７６枚

小 計 ２４，４２４点

合 計 ３４９，１７４点

（２）令和２年度寄贈・寄託資料
・城東中学校所蔵文書 ・岡田家文書 ・祖父江家文書 ・高橋家文書
・徳島県高等学校教育研究会工業学会

（３）令和２年度公開古文書
なし

６ 文書館への来館・研修等
・徳島市立徳島城博物館職員（資料調査・資料返却）
・国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所職員（資料閲覧）
・小松島市役所職員（資料閲覧）
・高知県安田町まちなみ記念館職員（資料貸出・返却）
・徳島県地方気象台職員（表彰）
・徳島県警察本部職員（資料閲覧）
・美馬市教育委員会職員（燻烝依頼）
・徳島大学教員・学生（博物館概論）
・徳島大学学生（インターンシップ）
・広島大学学生（インターンシップ）
・公立鳥取環境大学（インターンシップ）
・徳島県遺族会会員（燻烝済資料の引取り）
・冲方丁氏・文藝春秋社員（資料閲覧）
・広島女学院大学教員（資料閲覧）
・城東高校教員・生徒（資料閲覧）
・牟岐町図書館友の会（館内見学）
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・立教大学教員（資料閲覧）
・徳島県職員（資料貸出）
・高知城歴史博物館職員（資料調査）
・小松島高校教員・生徒（資料閲覧）
・四国大学教員・学生（資料閲覧）
・鳴門教育大学教員（資料閲覧）

７ 各講座への出講・出前授業
・徳島県公文書管理条例検討会議（金原・嵐）
・徳島県新規採用職員WEB研修（金原）
・阿波を学ぶ（歴史編Ⅱ）（金原）
・鴨島小学校（徳野）
・三大学学芸員資格取得講座（金原・嵐）
・シルバー大学校WEB講座（徳野・板東）
・鳥居龍蔵セミナー（石尾）
・新未来とくしま講座（石尾）
・古文書読み方講座（徳野・金原）
・神山町成人大学講座（徳野）


